
大学トップセミナー「選ばれる大学に」シリーズ

学生生活の始まり方を工夫して、躍動感溢れるキャンパスへ
― 学生がフィードバックし合える“場”を創る ―

学生が「自ら考え、行動する」という主体性を発揮し、躍動感に溢れたキャンパスに向かうため
には、「学生がフィードバックし合える“場”」がカギになると弊社は考えます。それは機能と
してのフィードバックではありません。彼らが共に学び、生活する中で「必要に応じて自然に互
いの意見を受け入れ、吟味できる空気や雰囲気がある状態」の上で起こるフィードバックのこと
を指します。その状態は、学生それぞれが自信を持つことと、相手への信頼から互いに受容し合
う関係を築くことから起こると考えております。学生達が安心して物事に挑戦していくために、
「学校生活のスタートで関係性を構築する」。それが、躍動感溢れるキャンパスへの契機になる
のではないでしょうか。
上記の実践手法を事例と共にご紹介致します。

日程・会場
【時間】全日程共１４：００～１７：００

（受付開始）１３：３０

【当日の概要】
事例紹介・プログラム体験・質疑応答

参加無料

開催月 日程 エリア 会場 アクセス

14日（月） 仙台 仙台駅前貸会議室　９F　（中）Cホール JR仙台駅徒歩１分

18日（金） 東京 AP浜松町B1F　Cルーム JR浜松町駅徒歩7分

21日（月） 広島 RCC文化センター６F　602号室 JR広島駅徒歩10分

25日（金） 名古屋 プライムセントラルタワー第6会議室 JR名古屋駅徒歩7分

28日（月） 札幌 ACU　SAPPORO　　小研修室1604 JR札幌駅徒歩5分

1日（金） 大阪 ハービスプラザ5F　8・9・10号室 JR大阪駅徒歩7分

4日（月） 福岡 都久志会館　会議室501号室 地下鉄天神町駅徒歩7分

8日（金）

15日（金）

18日（月）

25日（月） 大阪 （株）ラーニングバリュー大阪支社 JR福島駅徒歩6分・阪神福島駅徒歩4分

5月

東京 （株）ラーニングバリュー本社
JR浜松町徒歩4分

都営浅草線・大江戸線徒歩2分

6月
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貴学名

部署・役職名 ご芳名

電話番号 Mail

●複数でご参加される場合はご同行者様の上記情報をご記入ください。

●資料のみご希望の場合は、以下に送付先等をご記入ください。

貴学名 部署・役職名

ご芳名 ご住所

電話番号 Mail

【お問合せ先】株式会社 ラーニングバリュー 担当：岩崎、藤田、樋口

（本社）東京都港区浜松町1-25-13浜松町NHビル4F
TEL: 03-5776-5960 FAX: 03-5776-5961 Email：seminar2018@l-value.jp

（大阪支社）大阪府大阪市福島区福島1-4-40 JBSL梅田ビル3F

【大学生に認められた変容】

お申込はFAXまたはメールでお願い致します。追って担当者よりご連絡致します。
ご希望会場を〇で囲み、下記の情報をご記入の上、
FAX申込 ：03-5776-5961 またはメール申込：seminar2018@l-value.jpにお送りください。
※ご参加、資料請求につきましては、大学関係者様のみとさせていただきます。

【目的】
「自己の探求」プログラムを体験した大学生が報告
した３側面（自己理解、他者理解、学校理解）の変
容について科学的根拠を示すこと。

【結論】
・大学生の３側面事項は「自己の探求」プログラム
の体験を通してポジティブに変容する。
・「自己の探求」プログラムを通して大学生に認め
られた変容がある。（右図）
・３側面の変容の各要素は同時に体験される可能性
が高い。

【対象者】
首都圏と地方大学の計１４校のプログラム体験者を
無作為に選出した計６００名

【統計解析】
質問紙法、統計解析ソフトによる因子分析と記述統計

弊社開発「自己の探求」プログラムによって大学生の自己理解と他者理解が促されること、
更に学校に対してポジティブな理解がもたらされることも明らかになりました。

順天堂大学水野基樹准教授による調査（平成２１年度）

お申し込み


